
１　流木揚収結果
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平 成 21 年 10 月 13 日 1900
第 十 管 区 海 上 保 安 本 部

大隅群島及びトカラ群島西方沖流木情報（第４９報）

　９月７日に設置した南九州沿岸域流木対策本部及び鹿児島海上保安部現地対策本部は

先日の航空機による広域（南西諸島沖黒潮流域帯）、超高速船の航路筋及び同周辺海域

大隅群島西方海域に係る調査結果並びに巡視船等での調査結果を踏まえ、１３日午後７

時に解散しました。

　なお、今後は巡視船・航空機等のしょう戒に併せて、流木の調査・揚収を行います。

３　大隅群島及びトカラ群島西方沖に関する今後の情報堤供等

２　被害状況

船舶種類等

当庁船舶

鹿児島県
　漁業調査船・取締船・ﾀｸﾞﾎﾞｰﾄ

九州地方整備局
　がんりゅう・ﾀｸﾞﾎﾞｰﾄ

（１）航空機、通航船舶等からの流木に係る情報は、航行警報、ＮＡＶＴＥＸ、ＭＩＣＳ、ＡＩＳ

　　等の手段を活用し情報提供を引き続き実施します。

（２）超高速船航路筋及び周辺海域で確認された流木は減少しており、船舶交通及び港湾機能に対

　　する危機的状況はほぼ解消されるに至りました。しかし、流木による危険は皆無になった訳で

　　はないことから、今般、特に小型船舶を対象として、これまで流木が原因により発生した海難

　　のハザードマップを作成して、特に留意すべき海域等を明示し、漁協等小型船舶への安全啓発

　　・注意喚起を実施します。

海上自衛隊艦艇

その他

合　　　　　計

漁協（漁船）

　9月30日に１件、10月3日に２件、硫黄島周辺海域で、漁船が流木に衝突しプロペラを損傷したと

の新たな情報を入手した。衝突による怪我等人的被害なし。詳細については、調査中。

（午後７時現在）(累計４４件)

　問い合わせ先
　南九州沿岸域流木対策本部
　交通業務室　中村 直人
　TEL 099-250-9805



ハザードマップ（合計被害隻数：44隻）

種子島周辺海域
被害隻数：11隻

甑島周辺海域
被害隻数：3隻

口之島周辺海域
被害隻数：2隻

被害海域不明：1隻

黒潮本流の北端
(平成21年10月8日
海洋速報より)
※黒潮本流は幅が
40～50海里あります

注)被害位置はおおよその場所です

流木に留意すべき海域
※これ以外海域でも流木の漂流は
考えられるので、十分な注意・
見張り等を確実に実施する必要
があります。

屋久島周辺海域
被害隻数：11隻

志布志湾周辺海域
被害隻数：5隻大隅群島～宇治・草垣群島

周辺海域
被害隻数：11隻

平成2 1年1 0月 1 3日
第十管区海上保安本部



流木被害の状況と傾向について

11隻大隅群島～宇治・草垣群島周辺海域

隻数流木被害発生海域

1隻海域不明

44隻合計

2隻口之島周辺海域

3隻甑島周辺海域

5隻志布志湾周辺海域

11隻屋久島周辺海域

11隻種子島周辺海域

１．９月上旬～中旬、種子島・屋久島周辺海域に流木が多数漂流してきたため、

同海域にて流木との衝突等被害が多発した。

種子島・屋久島周辺海域では、黒潮本流から分岐し大隅海峡を抜ける東向き

の海潮流が定常的に見られことから、同海域に流木が多数漂流してきたもの。

２．９月下旬以降、甑島・志布志湾周辺海域での流木被害が増加している。

甑島周辺では、黒潮本流から分岐した北向きの海潮流が同海域を通過するた

め流木が漂流してきたもの。

志布志湾周辺では、黒潮本流から分岐し大隅海峡を抜けた東向きの海潮流が

大隅半島沿岸付近を北向きに流れているため流木が漂流してきたもの。

《個別海域》

イ．種子島周辺海域の被害状況は西之表港・馬毛島周辺海域での被害が多く、屋

久島周辺海域では、一湊・志戸子漁港(屋久島北部)沖での被害が多い。

当該海域周辺は黒潮本流及び分岐流の影響が大きく、流木が漂流しやすい海

域であるため航行船舶等は十分留意する必要がある。

ロ．志布志湾周辺での被害状況は、黒潮の分岐流の影響により志布志湾沖まで運

ばれた流木と接触したものと推測される。

大隅群島西方海域で流木が発見されている現状を考慮すると、大隅海峡を通

過し同海域に漂流する可能性が十分考えられるため、当該海域を航行する船

舶等は十分留意する必要がある。

ハ、宇治群島及び草垣群島周辺海域では、黒潮本流から分岐した北向きの海潮流

やさらに分離した支流が同海域に流れ込む環境にあり、且つ、潮目が発生し

やすく流木が溜まる傾向にあるので、当該海域を航行する船舶等は十分留意

する必要がある。


